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よ
う
や
く
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

秋
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
記
録
的
な
猛
暑
と

な
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
秋
は
外
出
が
楽
し
い
季
節
で

す
。
一
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
っ
て
お
出

か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
通
信
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
良
く
あ
る
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
を
Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
初
め
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
方
も
、
何
度
も
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
、
参
考
に
ど
う
ぞ
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
ま
つ
わ
る
「
怪

談
」
も
掲
載
し
ま
し
た
。
残
る
暑
さ
が
少
し
は
涼
し

く
な
る
か
も(

？)

し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
今
回
も
、
ク
ル
マ
と
バ
ス
の
興
味
深
い

コ
ラ
ム
を
専
門
家
の
お
二
人
に
ご
執
筆
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
通
信
第
８
号
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 【編集】
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　運賃はいくら？ 割引はないの？

　距離に関係なく、1乗車100円です。なお、未就学

児は無料。手帳(身体障害者手帳、療育手帳および精神

障害者保健福祉手帳など)所有者とその介護者は半額

の50円となります。

　その他、11枚1,000円の回数券をバスの車内で販売

しています。

　市で運行しているバスなのに無料じゃないの？

　受益者負担(サービスを受ける人がそれに対してお

金を負担する)という考え方から、運賃をいただいて

います。また、市の税金からも一部負担しているため、

100円という安価な運賃で利用できるようになってい

ます。

　日曜日も運行しているの？

年始(１月１日から１月３日)を除いて毎日運行してい

ます。ただし、台風や積雪などの悪天候の際にはやむ

を得ず運行を中止する場合もあります。

　フリー降車区間てなに？

　フリー降車区間とは、停留所以外でも自由に降車す

ることができる区間のことです。安全性の確保が優先

されるため、比較的交通量の少ない地区に設定してあ

ります。

※フリー降車区間で乗車することはできません。

　時間になってもバスがこない。

　時刻表に記載されているのは予定時刻です。道路状

況により予定時刻よりも遅れることがありますが、ご

了承ください。

バスと路面電車はお友達かな

中村　文彦 （なかむら　ふみひこ）

横浜国立大学大学院工学研究院教授。東

京大学卒業。専門は都市計画、都市交通

計画、公共交通政策など

　
今
年
の
梅
雨
は
雨
の
少
な
い
「
空
梅
雨
」

で
、
ま
た
夏
は
「
猛
暑
」
で
し
た
が
、
こ
れ

が
、
い
わ
ゆ
る
「
地
球
温
暖
化
」
の
影
響
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？
　
こ
こ
数
年
、
か
つ
て
な
い
程
に
大

雨
が
激
し
く
な
り
、
た
く
さ
ん
の
洪
水
が

生
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
地
球
温
暖
化

の
影
響
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ご
存

じ
で
す
か
？

　
一
昔
前
な
ら
、
地
球
温
暖
化
と
言
え
ば
、

遠
い
将
来
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
危
機

は
ホ
ン
ト
に
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
世
界
中
の
科
学
者
が
集
ま
っ
て

今
年
発
表
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

世
界
各
地
の
異
常
気
象
は
、
私
達
が
普
段

出
し
て
い
る
二
酸
化
炭
素
CO2
が
原
因
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
「
断
定
」
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
科
学
者
達
は
、
こ
の
問
題
を
何
と

か
回
避
す
る
た
め
に
は
、
CO2
排
出
量
を
抜

本
的
に
減
ら
す
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
、
ホ
ン

ト
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？  

実
際
、

私
達
は
お
風
呂
も
必
要
で
す
し
、
電
気
を

使
う
事
も
必
要
で
す
。
し
か
し
、「
ク
ル
マ
」

の
使
い
方
を
見
直
せ
ば
、
か
な
り
「
効
率

的
」
に
CO2
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
毎
日
ク
ル
マ
で
片
道
10
分
の
買
い

物
を
し
て
い
る
人
が
他
の
手
段
（
自
転
車

等
）
に
乗
り
換
え
る
だ
け
で
、
あ
る
い
は
、

週
に
一
回
、
２
・
３
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
を
し

て
い
る
人
が
代
わ
り
に
電
車
や
「
徒
歩
」
で

お
出
か
け
す
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
、
そ

の
人
の
CO2
は
「
半
分
」
に
ま
で
減
少
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
一
度
、
か
し
こ
い
ク
ル

マ
の
使
い
方
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
地

球
温
暖
化
の
解
決
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

<

ふ
じ
い
・
さ
と
し>

東
京
工
業
大
学
教
授
。
１
９
６
８
年
奈
良

県
生
、
京
都
大
学
卒
業
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
交

通
バ
ラ
エ
テ
ィ
・
日
本
の
歩
き
方
」
２
０
０

３
〜
２
０
０
４
年
を
監
修
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｅ
「
交
通
百
葉
箱
」
２
０
０
１
〜
２
０
０

２
年
に
連
載
。
主
著
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
の

処
方
箋
」

　この写真は、オ

ランダのデルフト

市の中央駅のすぐ

前の路面電車の電

停で撮影されたものです。路面電車の軌道上をバスが

走行していることがわかると思います。このバスは、

前回紹介したような高度な仕組みを有したものでもな

んでもなく、ただのバスです。路面電車の軌道専用区

間で、路線バスの 走行が認められているというもの

　
バ
ス
の
怪
談

　
し
と
し
と
と
雨
の
降
り
つ
づ
く
あ
る
日
、
龍
ケ
崎
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
Ｅ
ル
ー
ト
の
運
転
手
Ａ
は
、
あ
る
バ
ス

停
か
ら
何
人
か
の
お
客
を
乗
せ
た
。
お
客
が
全
員
乗
っ
た

こ
と
を
確
認
し
、
ド
ア
を
閉
め
よ
う
と
し
た
が
、閉
ま
ら
な

い
。
運
転
席
に
は
、
ま
だ
ド
ア
付
近
に
誰
か
が
い
る
こ
と
を

示
す
ラ
ン
プ
が
付
い
て
い
た
。
客
は
す
べ
て
座
席
に
座
っ

て
い
る
。
Ａ
は
ぞ
っ
と
し
た
。
以
前
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
に
聞

い
た
気
味
の
悪
い
話
を
思
い
出
し
た
の
だ
。
―
―
誰
も

乗
っ
て
い
な
い
は
ず
の
バ
ス
で
押
し
ボ
タ
ン
の
音
が
な
る
。

換
え
た
ば
か
り
の
電
球
が
突
然
点
滅
す
る
…
。
―
―
し
か

し
、
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
け
れ
ば
バ
ス
は
走
り
出
せ
な
い
。
Ａ

は
ド
ア
を
点
検
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ド
ア
を
点
検
し
た
Ａ
は
、
原
因
を
突
き
止
め
た
。
Ｅ
ル
ー

ト
を
運
行
す
る
バ
ス(

ロ
ー
ザ)

の
ド
ア
に
は
、
内
側
の
足

元
に
セ
ン
サ
ー
が
付
い
て
お
り
、
そ
こ
に
何
か
障
害
物
が

あ
る
と
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
セ
ン
サ
ー
が
、
ド
ア
う
し
ろ
に
座
っ
た
お
客
さ
ん
が
何

気
な
く
立
て
か
け
た
傘
に
反
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
Ａ
は
丁
重
に
、
傘
を
別
の
位
置
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う

そ
の
お
客
さ
ん
に
頼
ん
だ
。
ド
ア
は
無
事
閉
ま
り
、
バ
ス
は

走
り
出
し
た
。        

（
お
わ
り
）

　
※
こ
の
お
話
は
一
部
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

▼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

Ｑ
＆

Ａ
▲

CONTENTS

■コミュニティバスＱ＆Ａ

■バスの怪談

■「かしこいバスの使い方」Vol.8

■世界バス紀行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

です。路面電車の軌道と考えるよりは、ここは、公共

交通のための通行路 right-of-way（米国の教科書で

はROWと標記しているものもある）だと思えば、何の

不思議もありません。

　こういう例は、海外ではめずらしくなく、特に、ド

イツやオランダでは数多く拝見されます。もちろん

路面電車の路線網とバスの路線網が不必要に重複し

ていることもなければ、競合的になっていることも

ないようです。

　路面電車の進化形がLRT(Light Rail Transit)、バ

スの進化形がBRT(Bus Rapid Transit)だとして、LRT

対BRTのような議論を見かけることがありますが、公

共交通の先進国では、対立ではなく、上手に使い分

け、そして必要に応じて協調させています。どちらか

を際立たせることに固執するのではなく、市民に使

いやすい、自動車からの利用転換に値する水準の

サービスを総合的に実現することこそが、交通計画

の目標であるということを感じ取ることができます

でも、やっぱり、電車待っていて、バスがやってくる

と最初はびっくりしますね。

本
当
に
コ
ワ
イ
、

地
球
温
暖
化
の
は
な
し

コミュニティバス通信 Vol.8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

→
こ
こ
に
傘
が
…


